
実施後報告
ご参加頂きありがとうございました。

令和4年度第2回がん薬薬連携に関する研修会を3月24日に開催し、
22名の方に参加していただきました。本来であれば集合形式で開催
したいところでしたが、今回も感染対策を考慮し、オンライン開催と
いたしました。
今回は女性のがんをテーマに、当院薬剤師より「婦人科がんの治療と

薬剤管理について」、緩和ケア認定看護師より「女性性を支える緩和
ケア」について、講演を行いました。
時代の移り変わりとともに女性の果たす役割は多様化し、ジェンダー

レスも謳われる時代ですが、妊孕性や次世代への継承といった部分は、
がん治療を行ううえで変わらず重要視すべき点であると考えます。また、
化学療法においては、末梢神経障害や脱毛など、日常生活や容姿への
影響が大きい副作用も多く、女性らしいQOLを意識した薬学的ケアが
必要になると考えます。「女性性」という捉え難いテーマでしたが、
最後にはチームアプローチの大切さにも触れられ、改めて地域連携の
重要性を感じさせる講演になったと思います。
今後も病薬連携の充実、がん患者への質の高い治療提供に向けて、

実りある研修会が実施できるよう精進してまいりますので、引き続き
ご参加のほどよろしくお願いいたします。


